
井の頭線「久我山」駅から徒歩12分   
京王線千歳烏山駅からバス10分 

横浜物理サークル５月例会  

2016年5月22日（日）14:00-18:00  

國學院大學久我山中学高等学校 科学館１階  



 

下方（沈下型）蜃気楼、頻発 

上冷下暖型 

正立でほぼ正常像 

狭い範囲のまのび像 

見えていない部分 

一番下に倒立像 

冷たい大気の下に暖かい海水 

（海面直上は暖かい空気層） 



琵琶湖大橋 
中央の岬が浮かびあがるのは以前から
知られていたが、橋が出来て急に有名

になった---つまり、見やすくなった。 

蜃気楼；下へ折り返して二重橋化 

実景；平凡な一重の橋 

琵琶湖蜃気楼研究会http://www.biwa.ne.jp/~t-ban/Saisin_Info.htm 

下方（沈下型）蜃気楼、頻発 

上冷下暖型 

正立でほぼ正常像 

狭い範囲のまのび像 

見えていない部分 

一番下に倒立像 

蜃気楼像 

実像 



 

 

上方（浮上型）蜃気楼、珍
しい 

上暖下冷型 

一番上に倒立像 

見えていない部分 

狭い範囲のまのび像 

正立像 

 



山の蜃気楼 南佐久郡の飯盛山から浅間山（南方向）に現
れた  真冬；放射冷却による地面付近の急冷、上空は温
暖 逆転像によって、その上端が平になった。 

 

上方（浮上型）蜃気楼、
珍しい 

上暖下冷型 

一番上に倒立像 

見えていない部分 

狭い範囲のまのび像 

正立で伸びた正常像 

 

冬の晴れた日の朝、長野県東部の南佐久郡の飯盛
山から、佐久盆地越しに上越国境の雪山が上位蜃
気楼化した。１９８９年１月６日 撮影：西川正己氏 

山の蜃気楼 



下方（沈下型）蜃気楼、頻発 

上冷下暖型 

正立でほぼ正常像 

狭い範囲のまのび像 

見えていない部分 

一番下に倒立像 

くびれた部分が消失線 

その下は海の部分も
（空も）蜃気楼；波も反
転している。 

光が波模様の下をく
ぐっている。 

ワイングラス型,ダル
マ型太陽,オメガ型太

陽など，各地で呼び
方が違う 

朝日新聞2009年6月11日(木) 朝刊13版20面 

第26回 「日本の自然」写真コンテスト  

撮影 金沢あけみ  



夏目雄平  
世界物理年特集 

子供の科学（誠文
堂新光社） 
2005年2月号 「台

所で不思議な形
の夕日を再現！」 

下方（沈下型）蜃気楼、頻発 

上冷下暖型 

正立でほぼ正常像 

狭い範囲のまのび像 

見えていない部分 

一番下に倒立像であるが、 

多重像が出来ている。 

 

上方（浮上型）蜃気楼、珍しい 

上暖下冷型（空気暖on空気冷） 

一番上に倒立でやや縮んだ像 

見えていない部分 

狭い範囲のまのび像 

正立で伸びた正常像 
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蜃気楼（しんきろう）の原理 

上位蜃気楼（薄い媒体の下に
濃い媒体） 

反
転
像 

ま
の
び
像 

重い透明液体 



質問 

蜃気楼が美しいことはよくわかりました。でも、蜃気楼の研究が何の役
にたつのですか？ 

答え;  光ファイバーが医学に

貢献していることは言うまでも
ありません。その光ファイバー
は、他種類の媒質（ガラス）を
混ぜて、光が筒の中心から逸
れないように設計されていま
す。そのため、ファイバーが曲
がりくねっても、光が漏れずに
像がはっきりと見えるのです。
光ファイバーとは、蜃気楼をき
れいに作ったもの、とも言えま
す。光ファイバーに限らず、光
学機器の設計では、屈折の制
御がたいへん重要なのです。 

 

中心が高密度、周辺が低密度 

ファイバーが曲げられても、光
は沿って伝わる 



倒立像が多重に出来る場合もある。 

また時間が経つといろいろ変形していく。 

少しかき混ぜてみると、蜃気楼の消滅のようすがわかる。 

真水と重い透明液体層を 

分けて重ねよう；それには 

注射器型スポイト（百円） 

重い液体 

真水 

さあ、手作りの実験
をはじめましょう。 

図案は夏目
雄平 作 



後半14:40より、さあ、実験です。 
夏休み手作り体験教室２０１３ 



０ 

注射器型
スポイト 

真水（上層）と重い透明
液体（下層）との境目 

反転像 

底面 
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下から正立像、まのび像、倒立像 その上は直接の正常像 



重い透明液体の例；化粧水→ヒアルロン酸Na配合 

グリセリン溶液(60%)として手軽に手にはいるもの 



ものを見るとは何でしょう 
私たちは、結局、太陽（あるいは光を出す光源）の光を見ていま
す。それが、通ってきた道（経路）によって、頭の中に像を作っ
ています。もし、途中にジャマ（邪魔）をするものがあると、
「見えなくなった」と言ったり「ジャマをするものを見た」とか
言っています。霧にまかれた場合などです。 

しかし、途中でジャマをするものがないのに、方向だけ
を変えられると、私たちは混乱してしまいます。多くの
場合、光は真っ直ぐに進むので、その光を受けた延長上
に元のものがあると考えています。 

密度（屈折率）の異なる大気（液体）が層をなしている
場合、そこを通る光の経路によって方向が微妙に変わり
ます。すると見慣れた像が変形して歪みます。蜃気楼は
そのために起こります。 

YPC     
22 May  2016 


